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キャッシュレス調査について

消費者向け：

店舗向け：

令和元年8月30日（金）～ 令和元年9月24日（火）【ポイント還元事業開始前】

令和元年11月15日（金）～ 令和元年12月2日（月）【ポイント還元事業期間中】

令和２年5月19日（火）～ 令和２年6月8日（月）【ポイント還元事業期間中】

令和２年9月29日（木）～ 令和２年10月19日（月）【ポイント還元事業期間後】

令和元年9月20日（金）～ 令和元年9月22日（日）【ポイント還元事業開始前】

令和元年11月20日（水）～ 令和元年11月23日（土）【ポイント還元事業期間中】

令和２年5月19日（火）～ 令和２年5月25日（月）【ポイント還元事業期間中】

令和２年9月18日（金）～ 令和２年9月25日（金）【ポイント還元事業期間後】

１．調査時期

消費者向け：

店舗向け：

消費者27,304人が回答【ポイント還元事業開始前】

消費者27,493人が回答【ポイント還元事業期間中】

消費者27,798人が回答【ポイント還元事業期間中】

消費者27,827人が回答【ポイント還元事業期間後】

事業者7,085社が回答（分析対象はポイント還元事業の対象となり得る3,641社）【ポイント還元事業開始前】

事業者6,877社が回答（分析対象はポイント還元事業の対象となり得る3,546社）【ポイント還元事業期間中】

事業者6,620社が回答（分析対象はポイント還元事業の対象となり得る3,214社）【ポイント還元事業期間中】

事業者6,844社が回答（分析対象はポイント還元事業の対象となり得る3,399社）【ポイント還元事業期間後】

２．調査対象者および回答数

３．調査手法
Webアンケート

※消費者向けの分析では、国勢調査の結果に整合するよう、地域・年代・性別の比率を補正
※上記に加えて、別途実施した調査結果を用いてネットリテラシーの高低比率を補正
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消費者向け＜ポイント還元事業の効果＞

※特段の表記のないグラフは、2020年10月に行った調査に基づく。
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店舗向け＜ポイント還元事業の効果＞

※特段の表記のないグラフは、2020年9月に行った調査に基づく。
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キャッシュレスの支払手段の提供を縮小する理由として、「キャッシュレスの支払い手段により本
社や店舗・事業所等の業務が増えたから」「キャッシュレス・消費者還元事業終了後に決済手
数料が上がったから」と回答した店舗が最も多かった。

還元事業の効果 還元事業終了後に、キャッシュレスの支払い手段の提供を縮小する理由

【設問文】貴社が2020年6月末のキャッシュレス・消費者還元事業終了後に、キャッシュレスの支払い手段の提供を継続しない理由をお知らせください。
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キャッシュレスの支払い手段により本社や店舗・事業所等の業務が増えたから 29%

3%

29%

18%

キャッシュレス・消費者還元事業終了後に決済手数料が上がったから

上記以外

キャッシュレスの支払い手段を利用する顧客が少なかったから

11%当初想定よりも決済手数料などの費用が割高だったから

特に理由はない

8%入金されるまでに一定日数以上かかるため、資金繰りに困ることがあったから

5%不正利用が不安だったから

決済事業者から得られる顧客情報等が少なかったから

5%

16%

合計(N=38)
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（参考）消費者向け＜キャッシュレスの利用状況＞

※特段の表記のないグラフは、2020年10月に行った調査に基づく。



































34

（参考）店舗向け＜キャッシュレスの導入状況＞

※特段の表記のないグラフは、2020年9月に行った調査に基づく。




